
第７回（仮称）はりま新宮小中一貫校開校準備委員会小学校区部会（越部小学校） 

議事録 

 

日時 令和８年１月１６日（金）   

   午後７時から         

場所 越部コミュニティセンター   

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 報  告 

 第９回開校準備委員会の協議内容について【資料１】 

校章デザインの募集結果について事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（委員）校歌について、現在、どのような協議になっているのか。 

（事務局）前々回の開校準備委員会で今の中学校の校歌に４番５番を加えるという話

があった。４番５番の付け加えということについて、著作権の問題が発生するのか

どうかを市の顧問弁護士に確認した。その結果、３番までの校歌というのは１つの

作品として出来上がっているので、４番５番を付け加えるということは著作権の侵

害に当たるということであった。４番５番を付け加えようと思うと、著作権者の遺

族に了解を得る必要があるが、そのためには遺族の方が何人いらっしゃるのか、ど

こにいらっしゃるのかということを突き止めていくことになるので、そのあたりの

ことを考えると、４番５番を付け加えるという選択肢はなくなった。 

 

 

３ 議  事 

(１) 小学校の閉校に伴う行事等について【資料２】 

閉校行事に関する市の方針について事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（委員）閉校する５校でするしないが分かれても問題ないのか。 

（事務局）現在開催している小学校区部会では、各校区の現時点の方向性を確認した

いというものである。５校区お聞きして、事務局でバランスを取るように調整した

いと考えている。ただ、地域でどうしても記念誌は発行しないとか記念事業を実施

しないとか強い意向があれば、その意向を尊重することになると思う。 

（委員）記念誌を全校区まとめて一冊にしてはどうか。各校区の写真や歴史を順番に



掲載していけば、作成する負担が少ないし、個人名を掲載することもない（掲載す

るだけのページがない）し、各校区でのバランスも取れる。 

（事務局）校区によっては、既に記念誌を作成していきたいという動きがある。今回、

校区の意向を確認していくが、自分たちの校区の色を出したいというところもある

かもしれない。一つにまとめるということも一つの案だと思うので、そのあたりの

意見も含めながら検討したい。 

（委員）一冊いくらぐらいかかるのか。 

（事務局）事務局で参考見積をとったところ、５６ページぐらいのもので２００部未

満だと、デザイン費含めて１，８００円ぐらいであった。個人名は掲載しない方針

と説明したが、写真についてもご本人の了解を得ずに掲載することは難しいのでは

ないかと考えている。そのため、発行する紙ベースのものは写真があるが、ホーム

ページに掲載するものには写真を掲載しないということも一つの方法だと考えて

いる。ホームページに掲載することで記念誌を手元で見ることのできない卒業生に

も見ていただける環境を作ってもよいのではないかと考えている。 

（委員）卒業生の写真等に関するところを削除していくとページ数がかなり減ってし

まう。そこから、これまで地域で実施してきた事業などをどれくらい入れていける

かになる。 

（委員）写真がなければ値打ちがないと思う。 

（委員）例えば、昔の地域の写真として、城山城の昔見えていた風景と今の風景であ

ったり、越部という名前がなくなってしまうことを踏まえて、地域の歴史に関する

ものを集めていけばよいのではないか。 

（委員）予算に上限はあるのか。 

（事務局）これから財政部局と協議をするに当たって、各校区で記念誌を作りたいと

いう校区がいくつあるのか等の情報を確認させていただきたい。事務局としては、

無制限に作成するのではなくて、記念式典の出席者に配布する部数、コミセンや自

治会公民館に設置する部数に限るなど、部数に限りを持ちたいと考えている。手元

に届かない方には先ほど話をしたとおり、ホームページで見ていただくことを考え

ている。 

越部校区としては、記念誌はあった方がよいという認識でよいか。（異議なし） 

写真を載せないというのは寂しい感じがするので、小さく載せて他人が見れば分

からないぐらいで載せることもよいかと考えている。 

（委員）検討を進める組織としては、現在、１５０周年の実行委員会があるので、そ

の委員会を閉校に関する実行委員会にスライドしていくことでよいのではないか。

式典自体は市が主体でよいと思うので、その式典の中に実行委員会の事業を入れて

いただく形でよいのではないか。 

（事務局）室津小学校では記念事業を式典に絡めていた。式典を一部で実施して、二



部で記念事業をされていた。地域で考えたことを二部でしていただくという方法は

考えられると思う。他の小学校区部会でも、一部は式典で、二部は周年記念事業の

ように子どもたちと何かをするというイメージで考えられている。 

（委員）式典を市が実施することになったとして、その費用は市が負担するのか。 

（事務局）式典自体に費用が多くかかるものと認識していない。費用として考えられ

るのは、来賓の方に案内を郵送する費用などの経費程度だと思うので、市が主催す

るのであれば、そのあたりは市で負担する。 

（委員）であれば、式典は市がして、実行委員会の意向も入れてもらいながらという

形で進めていただければと思う。 

（部会長）それでは、式典は市が主催する方向性でよいか。（異議なし） 

 記念事業はについてはどうか。 

（委員）式典だけだとすっと流れてしまうので実施した方がよいと思う。式典の後に

音楽会をしてもよいのではないか。全学年に出番がある。１５０周年記念事業でも

音楽会を実施していた。 

（部会長）現時点の方向性としては記念事業を実施することでよいか。（異議なし） 

（委員）実行委員会のメンバーについては、１５０周年記念事業の実行委員会をベー

スに考えたい。 

（委員）今のＰＴＡ役員で決めてしまってよいのか心配である。来年度のＰＴＡ役員

では記念事業を実施しない方がよいとなった時にどうするのか。 

（委員）ＰＴＡに入ってもらうことはよいと思うが、公募をしてもよいのではないか。 

（委員）おそらく、学校が主体で進めることになるのではないかと思うので、実行委

員会に入っていただく方には、学校が提案することに意見を頂きたい。 

（部会長）実行委員会に入ってもらうのは、自治会やＰＴＡ以外に呼びかけるとする

と、そういったチラシを全戸配布するのか。 

（委員）全戸配布だと思う。 

（部会長）学校からの文書になるのか。 

（委員）学校ではない団体だと思う。記念誌を作成するのにも実行委員会が必要にな

るのであれば、今年度か来年度始めには動いていくことになるのではないか。 

（事務局）説明の中で少し触れたが、記念誌の作成費用などを市で持とうとすると今

年の９月には記念誌をどのような内容で作成されるのか等の概要を固めておきた

いと考えている。そうなると、年度末から年度始めには実行委員会として検討を進

めていただきたいと考えている。 

（委員）他の校区では、この小学校区部会の委員は開校するまでは変更しないことを

決めている校区があると聞いている。越部でもＰＴＡの役割と小学校区部会の役割

を分散させてみてはどうか。 

（委員）ＰＴＡ役員が実行委員会にも出席することになれば負担が大きすぎる。分散



させるにしても、下の学年の保護者と話し合う機会がない。 

（委員）実行委員会に入るのであれば、ＰＴＡ役員の免除規定に入れてもらえばよい

のではないか。 

（委員）そのあたりも含めて検討したい。 

（部会長）他の校区では実行委員会の委員が何人ぐらいか教えてもらえるのか。 

（事務局）他の校区でもまだ決まっていない。宍粟市では、委員長は自治会だが、実

際に動いていくのはＰＴＡになっている。 

（部会長）記念誌は、どれくらいのことを実行委員会が考えていくのか。 

（事務局）ほぼ実行委員会で検討していただく。 

（部会長）記念誌と記念事業の役割は分けてもよいのか。 

（事務局）宍粟市では分けている。加東市は自治会が主体であったと思う。そのあた

り、１５０周年記念事業の会議があると聞いているので、そこで意見を確認しても

らえればよいと思う。 

 

 

 (２) 「地域交流室」に設置する記念品候補について【資料３】 

記念品設置イメージについて事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（委員）２階の廊下に飾っている航空写真を設置してほしい。 

（委員）今回の案については、越部という言葉が入っているものを選定してみたとこ

ろである。 

（委員）越部の特色が出る写真を展示してもよいのではないか。地域交流室で他の校

区のことが学べる空間にした方でよいと考えるがどうか。 

（事務局）地域の方が地域交流室に来られた時に、越部小学校での思い出を語れるよ

うな狙いもある。 

（委員）展示棚やケースの仕様は、可動式の棚を設置するよりも自由度の高い方がよ

いと思う。 

（事務局）越部っ子ソーランを実施されているので、子どもたちが大人になった時に

思い出せることもよいことだと思う。 

（委員）これは閉校してから設置するのか。 

（事務局）開校する時には地域交流室に整っている状態にしたい。 

 

 

 

４ そ の 他 

 



 

 

５ 閉  会 

 


